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【今月の特集インタビュー】

がんばってます！
「常に進化し続けたい。
　　　　 だから素材・製法も徹底的に追求します」
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平成26年度 臨時総会の開催
開催日時　平成27年３月16日（月）　午後１時30分〜午後２時30分
開催場所　ホテルセントノーム京都　２階　平安西の間

議　事　………………………………………………………………………      

第１号議案　京都府商工会連合会定款の一部改正の件
第２号議案　平成27年度事業計画（案）及び一般会計予算（案）

並びに基盤強化特別会計予算（案）決定の件
第３号議案　平成27年度会費の賦課方法及び納入方法決定の件
第４号議案　平成27年度常勤役員の報酬決定の件
第５号議案　平成27年度一般会計借入金の最高限度額及び借入先

決定の件
第６号議案　平成27年度商工貯蓄共済事業の事業計画（案）及び

予算（案）決定の件

…………………………………………………………………………………

【平成27年度 事業計画の主な内容】　　　　　　　　
　小規模事業者を取り巻く経済環境が依然として厳しい状況にある
中、平成26年６月、「小規模企業振興基本法」が制定され、９月に
は、「商工会及び商工会議所による小規模事業者の支援に関する法律
の一部を改正する法律（小規模支援法）」が施行された。商工会に対
する支援が強化され、京都府においても、小規模事業経営支援事業や
中小企業総合応援事業等により、京都府商工会連合会及び各商工会に
対して、積極的な支援をいただくこととなっている。
　連合会は、商工会の組織強化に努めるとともに、国や京都府の施策
を有効に活用した経営改善普及事業を展開することにより、商工会及
びその会員企業等の支援を行い、もって商工業の振興に寄与するため
の平成27年度事業計画を策定し、下記の大きな３つ柱に基づいて事
業を実施する。

 ● 商工会の組織強化のための事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
・平成24年度から実施した人事の一元化に係る課題解決の検討
・新たに導入する火災共済及び商工貯蓄共済事業及び全国商工会員福

祉共済事業の推進

・職員の資質向上（役職員研修会の開催等）
・ネットde会計システムの利用促進
・青年部・女性部の活性化

 ● 国及び京都府の施策を有効に活用した経営改善普及事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
・府内商工会の経営発達支援計画の作成支援
【�経営発達支援計画：商工会が総力を挙げて小規模事業者を応援して

いくため、経営発達支援事業を新たに規定し、事業計画の策定や着
実な実施等を事業者に寄り添って支援する体制や能力を整えた商工
会の経営発達支援計画を国が認定・公表する。（中企庁 経営発達
支援計画認定申請ガイドラインより抜粋）】

・小規模事業者持続化補助金の活用
・中小企業総合応援事業の活用推進
・販路開拓の機会提供
・エキスパート（専門家派遣事業）の活用
・海外展開支援
・創業等の支援
・消費税転嫁対策事業

 ● その他商工業の振興に寄与する事業  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・機関紙商工連だよりの発行
・中小企業景況調査の実施

・人権啓発事業の推進
・商工会法施行55周年記念式典の開催

けが・病気・がんにしっかり備える

大切な、商工会会員の皆さま、だからこそ

加入できる特別な制度です!

毎月1日午後4時の共済（補償）始期でご加入になれます。

商工会の会員とその家族、会員の従業員とその家族、商
工会・連合会の役職員とその家族であって健康な方が
対象となります。（「病気」の補償およびトータル「がん」補償、シ
ンプル「がん」補償の場合、健康に関する告知義務があります。）
※ただし2014年11月1日時点での満年齢が満6歳以上満80歳以下
（シニア医療特約・シニアトータル「がん」プラン・シニアシンプル「が
ん」プランでは新規ご加入は満74歳以下）の方に限ります。（継続加
入は満80歳まで）

「家族」とは…①配偶者、父母、子　②同居かつ扶養している祖父母・兄弟姉
妹・孫　③配偶者の父母　をいいます。　

あなたも家族もまるごと守る！ 頼れる補償の

2014年11月1日午後4時から

2015年11月1日午後4時まで
中途加入の場合、毎月1日午後4時から
2015年11月1日午後4時まで

商工会の福祉共済

メディカルアシストが
ご利用いただけます！

引受保険会社：東京海上日動火災保険株式会社　担当課：広域法人部法人第一課
　　 東京都千代田区三番町6-4　TEL:03-3515-4147

取扱代理店：株式会社ふるさとサービス
　　東京都千代田区有楽町2-10-1 東京交通会館10F　TEL:03-3214-5710 2014年9月作成 14-T-05810

※メディカルアシストは、東京海上日動がグループ会社を通じてご提供します。

「病気」の補償・トータル「がん」補償・シンプル「がん」補償で

ご加入できる方

中 途 加 入

共済（補償）期間

＊「病気」の補償は「けが」の補償に加入されている方のみがお申込みいただけます。
このチラシは福祉共済および東京海上日動火災保険株式会社の医療保険（1年契約用）・
がん保険（1年契約用）の概要についてご紹介したものです。ご加入にあたっては、必ず「重要
事項説明書」をよくお読みください。ご不明な点等がある場合には、ご加入の商工会までお問
い合わせください。

毎月ご加入
いただけます！！

1,000万円 ～ 6,000万円大きな
死亡保障

６歳 ～ 65歳加入
年齢

10年共済
期間

万が一の備えに!!　いつも身近な商工会職員が担当だからご安心です

自動更新

掛金（月額）
1,000万円あたり

〈男性〉
 30 代   1,730 円～
 40 代   2,960 円～
 50 代   5,940 円～
 60 代 12,460 円～

〈女性〉
 30 代  1,310 円～
 40 代  2,110 円～
 50 代  3,440 円～
 60 代  5,850 円～

ネット生保並みに安い掛金です

「けが」の
補 償け

が
によ
る死

亡・
後遺
障害、入院、手術、通院を補

償しますが
ん・
け
が・

疾病
による入

院、手術等を補償します

トータル
「がん」補償 「病気」の

 補 償＊

疾
病に

よる入
院、手術等を補償しますがん

よる
入院、手

術等を補償しますシンプル
「がん」補償

3,000 円
付 1,000 円

付3,000 円
付 2,000 円

付3,000 円
付 1,000 円

付3,000 円
付 2,000 円

付

全国商工会会員福祉共済

沖田会長
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「
常
に
進
化
し
続
け
た
い
。
だ
か
ら
素
材
・
製
法
も
徹
底
的
に
追
求
し
ま
す
」

特
産
竹
の
子
を
使
っ
た
銘
菓
　
　 

「
竹
の
子
最
中
」

　
「
地
域
の
お
客
様
に
愛
さ
れ
る
、
こ
の

地
域
な
ら
で
は
の
菓
子
を
作
り
た
い
」。

和
菓
子
職
人
・
西
山
喜
久
治
さ
ん
が
そ
ん

な
思
い
を
形
に
し
た
の
が
、
菓
子
処 

喜
久

春
を
代
表
す
る
銘
菓
「
竹
の
子
最
中
」
だ
。

　

約
10
年
間
和
菓
子
店
で
腕
を
磨
き
、
そ

の
後
市
場
の
一
角
で
和
菓
子
の
製
造
販
売

を
手
が
け
た
西
山
さ
ん
が
、
長
岡
京
市
に

菓
子
処
「
喜
久
春
」
を
創
業
し
た
の
は
、

昭
和
53
年
の
こ
と
。
開
業
し
て
ま
ず
取
り

組
ん
だ
の
は
、
喜
久
春
の
看
板
と
な
る
菓

子
を
生
み
出
す
こ
と
だ
っ
た
。
店
の
あ
る

乙
訓
地
域
は
豊
か
な
山
河
に
抱
か
れ
、
肥

沃
な
大
地
に
育
つ
竹
の
子
が
特
産
に
な
っ

て
い
る
。
こ
の
乙
訓
の
竹
の
子
を
和
菓
子

に
使
う
と
い
う
斬
新
な
発
想
か
ら
考
案
さ

れ
た
の
が
、「
竹
の
子
最
中
」
だ
っ
た
。

　
「
竹
の
子
最
中
」
は
そ
の
名
の
通
り
、

竹
の
子
の
形
を
模
し
た
最
中
。
中
は
滑
ら

か
な
こ
し
餡
で
、
そ
の
真
ん
中
に
竹
の
子

の
甘
露
煮
が
入
っ
て
い
る
。
特
長
は
、
竹

の
子
が
入
っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
心
地

よ
い
歯
ご
た
え
と
と
も
に
焼
き
上
が
っ
た

ば
か
り
の
よ
う
な
香
ば
し
さ
が
口
に
広
が

る
最
中
の
皮
、
そ
し
て
し
っ
と
り
と
柔
ら

か
い
こ
し
餡
に
も
あ
る
。
最
中
の
皮
と
餡

の
甘
さ
の
絶
妙
の
バ
ラ
ン
ス
は
、
西
山
さ

ん
の
研
究
の
賜
物
だ
。「
最
中
の
皮
の
命

で
あ
る
パ
リ
ッ
と
し
た
食
感
を
維
持
し
つ

つ
、中
の
餡
を
柔
ら
か
く
保
つ
決
め
手
は
、

最
中
と
餡
の
ブ
リ
ッ
ク
ス
（
糖
度
）
を
均

一
に
す
る
こ
と
で
す
」
と
、
西
山
さ
ん
。

糖
に
は
保
水
性
が
あ
る
た
め
、
餡
に
砂
糖

を
加
え
る
と
水
分
を
保
つ
こ
と
は
で
き
る

が
、
甘
す
ぎ
る
と
食
べ
に
く
い
。
と
い
っ

て
糖
度
を
下
げ
す
ぎ
る
と
今
度
は
餡
か
ら

皮
に
水
分
が
浸
み
出
し
て
最
中
の
歯
ご
た

え
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
。
西
山
さ
ん
は
専

門
書
を
ひ
も
解
き
な
が
ら
試
行
錯
誤
を
重

ね
、
皮
の
食
感
を
保
ち
つ
つ
、
す
っ
き
り

と
し
て
食
べ
飽
き
な
い
餡
と
竹
の
子
の
甘

さ
を
実
現
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

素
材
・
製
法
を
徹
底
的
に
追
求

　

素
材
、
製
法
に
対
す
る
西
山
さ
ん
の
こ

だ
わ
り
は
、「
竹
の
子
最
中
」
だ
け
に
留

ま
ら
な
い
。「
こ
れ
だ
け
た
く
さ
ん
和
菓

子
店
が
あ
る
中
で
、
わ
ざ
わ
ざ
ウ
チ
を
選

ん
で
買
い
に
来
て
く
だ
さ
る
。
そ
う
い
う

お
客
さ
ん
を
大
切
に
し
た
い
。
そ
れ
に
は

お
客
さ
ん
の
信
頼
を
裏
切
ら
な
い
品
質
と

安
全
を
守
る
こ
と
が
何
よ
り
で
す
。
だ
か

ら
、
ウ
チ
で
は
自
信
を
も
っ
て
説
明
で
き

る
素
材
し
か
使
い
ま
せ
ん
」
と
、
西
山
さ

ん
は
力
を
込
め
る
。
米
粉
に
す
る
米
は
、

京
都
府
北
部
産
。
さ
ら
に
稲
を
刈
り
取
っ

た
後
、
養
分
が
実
に
移
る
と
い
わ
れ
る
稲

木
干
し
を
行
う
農
家
か
ら
仕
入
れ
、
店
で

石
臼
で
挽
い
て
い
る
。
通
常
、
粉
砕
時
間

を
短
縮
す
る
た
め
、米
を
水
に
浸
け
る
が
、

「
米
の
風
味
が
失
わ
れ
る
か
ら
」
と
西
山
さ

ん
は
や
ら
な
い
。「
竹
の
子
最
中
」
に
使
う

米
は
、
焼
い
た
時
の
香
ば
し
さ
を
考
え
て

石
川
県
の
大
正
米
を
使
う
な
ど
、
商
品
に

よ
っ
て
も
米
を
替
え
る
徹
底
ぶ
り
だ
。

　

ま
た
餡
に
欠
か
せ
な
い
小
豆
は
丹
波
産

を
使
う
。
小
豆
を
炊
く
水
に
は
、
通
常
の

水
よ
り
分
子
の
細
か
い
活
性
水
を
含
ま
せ

る
。
そ
の
方
が
小
豆
に
水
が
浸
透
し
、
柔

ら
か
く
仕
上
が
る
と
い
う
。
さ
ら
に
約

90
℃
の
低
温
で
１
時
間
20
分
か
け
て
じ
っ

く
り
炊
く
こ
と
で
、
鮮
や
か
な
紫
色
が
美

し
い
こ
し
餡
が
で
き
あ
が
る
。

小
豆
の
煮
汁
で
新
商
品
を
開
発
中

　

経
験
を
重
ね
て
、
な
お
向
上
心
に
あ
ふ

れ
る
西
山
さ
ん
。
目
下
取
り
組
ん
で
い
る

の
が
、
小
豆
の
煮
汁
を
使
っ
た
新
商
品
の

開
発
だ
。
小
豆
の
煮
汁
に
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー

ル
な
ど
の
栄
養
成
分
が
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
に
着
目
し
、
機
能
性
を
持
っ
た
小
豆

ス
ー
プ
を
作
ろ
う
と
試
み
て
い
る
。

　

商
品
開
発
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
小

豆
を
炊
く
ス
テ
ン
レ
ス
製
の
蒸
気
式
豆
炊

き
釜
を
新
た
に
導
入
。
必
要
な
資
金
を
ま

か
な
う
た
め
、
国
の
「
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
も
の
づ
く
り
・
商
業
・
サ
ー
ビ

ス
革
新
事
業
に
係
る
補
助
金
」
を
得
た
。

そ
う
し
た
事
業
の
推
進
を
力
強
く
サ
ポ
ー

ト
し
た
の
が
、
長
岡
京
市
商
工
会
だ
。
経

営
支
援
員
が
、
店
の
強
み
弱
み
を
熟
知
し

て
事
業
計
画
の
作
り
方
や
訴
求
力
の
あ
る

申
請
書
類
の
作
成
法
を
て
い
ね
い
に
ア
ド

バ
イ
ス
し
て
く
れ
た
と
い
う
西
山
さ
ん
。

「
親
切
に
面
倒
み
て
く
れ
た
お
か
げ
で
採

択
さ
れ
ま
し
た
」
と
喜
ん
だ
。
こ
う
し
た

支
援
を
フ
ル
活
用
し
、
喜
久
春
は
ま
す
ま

す
進
化
を
遂
げ
て
い
る
。

がんばってます！
今月の特集インタビュー

菓子処  喜久春

代表・菓匠　西山  喜久治 氏

経営支援員のメッセージ
　菓子処　喜久春さんの代表銘菓は、甘露煮にした地元乙訓産
の筍を丹波大納言の自家製餡で包み込んだ“竹の子最中（全国
菓子博総裁賞受賞）”。多くの観光客や乙訓地域で大変親しまれ
ております。
　西山社長の和菓子づくりへのこだわりは、食の安心、安全で
由来がわかる原材料を使用し、素材の本来の良さと美味しさを
引き出す技術でもって、和菓子を作り続けているところにあり
ます。
　平成 24年度には、100年続く喜久春ブランドの成長を目指
し、京都府中小企業「知恵の経営」実践モデル企業として認証
されました。
　また、同年度には、府内の産業に従事する優れた技能者を表
彰する京都府優秀技能者表彰（現代の名工）にも選ばれました。
　現在は、農学博士と連携して、小豆の煮汁を使った商品開発
に取り組まれ、飽くなき研究により和菓子作りにおける技術向
上を図っておられます。
� 長岡京市商工会　経営支援員　谷村貴洋

　長岡京市の位置する乙訓地域の特産品である竹の子を和菓子に用いる
という斬新な発想で銘菓「竹の子最中」を生み出した菓子処 喜久春。素
材や製法を究め、高品質・安全な菓子作りを徹底することで長く地域に
愛され続けている同店に、菓子作りにかける思いを伺った。

竹の子最中製造職人が一つひとつ手作りする

銘菓「竹の子最中」

新
商
品
開
発
の
取
り
組
み
や
後
継
者
に

託
す
思
い
な
ど
続
き
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

現代の名工
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（
一
次
受
付
は
３
月
27
日
締
切
ら
れ
て
ま
す
）

二
次
受
付
は
５
月
27
日
締
切
（
当
日
消
印
有
効
）

小規模事業者持続化補助金のご案内
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■
公
募
ス
タ
ー
ト

　 一
次
受
付 

　
件
が
応
募
申
請

139

　

経
営
計
画
に
基
づ
き
、
商
工
会
と
一
体

と
な
っ
て
行
う
小
規
模
事
業
者
の
地
道
な

販
路
開
拓
（
創
意
工
夫
に
よ
る
売
り
方
や

デ
ザ
イ
ン
改
変
等
）
等
の
取
組
を
支
援
す

る
た
め
の
補
助
事
業
の
公
募
が
は
じ
ま
り

ま
し
た
。

　

一
次
受
付
分
は
、京
都
地
方
事
務
局（
京

都
府
商
工
会
連
合
会
）
に
１
３
９
件
の
申

請
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
取
組
事
例
は
、
飲
食
店
に
お

け
る
新
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
に
あ
た
り
、
試

作
等
に
費
や
す
食
材
費
や
広
く
周
知
さ
せ

る
た
め
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
製
作
・
改
良

等
。
ま
た
、
他
社
と
の
差
別
化
を
図
る

た
め
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
持
っ
た
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
の
広
報
費
等
、
既
存
事
業
か
ら

一
歩
踏
み
出
し
て
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
す

な
ど
、
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
事
業

が
多
く
申
請
さ
れ
て
ま
す
。

　

補
助
対
象
等
の
要
件
（
概
要
）
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。
詳
し
く
は
お
近
く
の
商

工
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

本
年
度
も
、
府
内
商
工
会
の
経
営
支
援

員
の
伴
走
支
援
を
得
て
、
事
業
者
が
策
定

さ
れ
た
事
業
計
画
の
達
成
に
向
け
て
、
自

社
の
課
題
解
決
の
た
め
の
取
組
を
支
援
す

る
『
革
新
企
業
支
援
顕
彰
事
業
』
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　
『
革
新
企
業
支
援
顕
彰
事
業
』
で
は
、

新
た
な
取
組
を
行
う
「
経
営
革
新
計
画
」

の
策
定
や
目
に
見
え
な
い
知
的
資
産
を
生

か
す
経
営
な
ど
、
革
新
的
な
事
業
を
計
画

立
て
て
行
う
事
業
者
に
対
し
て
、
そ
の
計

画
達
成
た
め
の
課
題
を
解
決
し
て
も
ら
う

こ
と
を
狙
い
に
積
極
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
企
業
を
後
押
し
支
援
し
て
い
ま
す
。

【
本
事
業
の
取
組
み
経
緯
】

　

小
規
模
事
業
者
は
、
事
業
内
容
や
商
圏

が
狭
い
こ
と
か
ら
、
人
口
の
減
少
・
高
齢

化
や
Ｉ
Ｔ
化
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
進
展
に
よ
る
競
争
の
激
化
な
ど
、
経
済

社
会
の
構
造
的
変
化
の
影
響
を
受
け
や
す

く
、
売
上
の
低
迷
や
経
営
者
層
の
高
齢
化

等
の
様
々
な
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
ド
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
経
営
環
境

の
変
化
は
、
従
来
事
業
の
枠
内
で
コ
ス
ト

削
減
だ
け
で
解
決
で
き
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
今
後
、
持
続
的
に
成
長
、
発
展

す
る
た
め
に
は
斬
新
な
発
想
で
、
従
来
の

延
長
線
上
の
事
業
内
容
、形
態
で
は
な
く
、

新
た
な
事
業
、
変
革
に
積
極
的
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
経
営
資
源
に
乏
し
い
中
小
企
業

で
は
、
こ
れ
ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
取

組
み
及
び
計
画
達

成
ま
で
の
様
々
な

障
壁
に
直
面
す
る

こ
と
が
多
く
、
途

中
で
断
念
し
て
い

る
ケ
ー
ス
も
散
見

さ
れ
ま
す
。

　

積
極
的
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
も
の

の
、
障
壁
に
立
ち

止
ま
る
企
業
を
新
た
な
事
業
基
盤
を
確
立

す
る
ま
で
、
専
門
的
な
見
地
か
ら
、
事
業

の
課
題
解
決
を
の
た
め
の「
後
押
し
支
援
」

す
る
も
の
で
す
。

【
本
年
度
の
事
業
概
況
】

　

新
た
な
事
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
企
業

13
社
か
ら
、「
後
押
し
支
援
」
の
申
請
が

あ
り
、
専
門
家
の
派
遣
を
行
い
、
商
工
会

の
経
営
支
援
員
の
伴
走
支
援
の
も
と
、
エ

ン
ト
リ
ー
企
業
の
課
題
解
決
の
た
め
の
取

組
み
に
対
し
て
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

写
真
業
を
営
む
企
業
で
は
、
デ
ジ
タ
ル

化
が
進
む
時
流
な
か
で
、危
機
感
を
感
じ
、

耐
久
性
に
優
れ
た
ア
ク
リ
ル
樹
脂
加
工
を

施
し
た
油
絵
の
よ
う
な
風
合
い
の
写
真
を

開
発
し
、
販
路
の
開
拓
と
新
業
態
の
確
立

に
向
け
て
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

今
ま
で
に
な
い
優
れ
た
商
品
を
開
発
し

て
も
、
生
産
方
法
の
確
立
、
市
場
を
創
造

す
る
ま
で
に
は
、
様
々
な
課
題
が
あ
り
、

事
業
者
単
独
で
は
困
難
な
状
況
で
し
た
。

今
回
の
支
援
に
よ
り
、
課
題
を
整
理
し
、

販
売
先
と
し
て
、
ノ
ベ
ル
テ
ィ
用
途
と
し
て

の
法
人
需
要
へ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確
に
す
る

こ
と
で
、
現
販
路
確
立
に
道
筋
を
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

【
顕
彰
企
業
評
価
】

　

顕
彰
企
業
評
価
委
員
会
に
お
い
て
、
昨

年
度
取
組
ま
れ
た
７
事
業
所
が
、
顕
著
な

成
果
を
あ
げ
ら
れ
た
企
業
を
革
新
企
業
と

し
て
、
顕
彰
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
革
新
的
な
取
組
み
を
行
う
多
く

の
企
業
が
、
本
事
業
を
通
じ
て
、
発
展
、

成
長
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

支
援
を
希
望
さ
れ
る
企
業
は
、
お
近
く

の
商
工
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

補助対象事業者

小規模事業者
（常時雇用する従業員数が 20 人以下
（卸売業、小売業、サービス業につい
ては 5人以下））
組合、NPO法人等は対象外

補助率

補助対象経費の 2/3 以内
　最大 50 万円の補助
　以下の事業については、最大100万円
・「雇用を増加させる取組」
・「従業員の処遇改善に取り組む事業者」
・「買い物弱者対策の取組」

補助対象経費

①機械装置等費用②広報費③展示会
等出展会費用④旅費⑤開発費⑥資料
購入費⑦雑役務費⑧借料⑨専門家謝
金⑩専門家旅費⑪車両購入費⑫委託
費⑬外注費

公募要領、申請様式は京都府商工会連合会ホームページ
からダウンロードできます。
http://www.shokokai.or.jp/26/2600210000/index.htm#sin6

「事業計画」の達成に向け課題解決を支援しました。

新たな取組みへ
頑張る企業を応援します！
新たな取組みへ
頑張る企業を応援します！

革新企業支援顕彰事業   顕彰企業　表彰一覧
【優良研究開発賞】
　　株式会社　ＴＩＦ
【優良価値創造賞】
　　株式会社　名工技研
【優良地域貢献企業賞】
　　株式会社　花駒
【優良経営革新賞】
　　株式会社　森忠建設造園
【優良製品開発賞】
　　株式会社　Ｐ.Ｏ. ラボ
【奨励賞】
　　株式会社　木工舎
【優良技術革新賞】
　　カメラのトモミ堂
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京
都
府
商
工
会
連
合
会
で
は
、
去
る
３

月
27
日
（
金
）、
京
都
府
中
小
企
業
会
館

に
て
、
平
成
26
年
度
第
３
回
小
規
模
企
業

広
域
活
性
化
事
業
推
進
委
員
会
を
開
催
。

「
海
外
展
開
後
押
し
支
援
事
業
」
の
採
択

事
業
（
支
援
総
額
２
、０
５
７
千
円
）、
６

商
工
会
７
事
業
者
の
関
係
者
12
名
に
出
席

い
た
だ
き
、
各
事
業
者
が
取
り
組
ん
だ
内

容
を
委
員
会
で
報
告
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

各
事
業
と
も
、
海
外
に
向
け
た
事
業
展

開
に
真
剣
に
取
り
組
ん
だ
も
の
で
し
た
。

日
本
に
は
あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い
中
東
・

ド
バ
イ
の
市
場
調
査
を
行
っ
た
和
茶
園

（
和
束
町
）
や
、
工
場
の
消
臭
事
業
に
取

り
組
む
㈱
湊
つ
く
り
（
長
岡
京
市
）
の
中

国
市
場
調
査
等
、
珍
し
い
発
表
も
多
く
、

委
員
一
同
も
大
変
興
味
深
く
拝
聴
し
、
参

加
し
た
事
業
者
の
間
で
も
質
疑
や
ア
ド
バ

イ
ス
、
情
報
交
換
が
起
こ
る
な
ど
、
大
変

活
発
な
報
告
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
・
報
告
さ
れ
た
採
択
事
業
者
は
以

下
の
と
お
り
で
す
。

　

海
外
展
開
を
希
望
さ
れ
る
企
業
は
、
お

近
く
の
商
工
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

「丹後・丹波・山城の特産市」の
開催について
（京もの祭～ええもん市）

　当連合会では、京都府等と連携し、平成 26年度の春と秋に、「産業フェスタ」を開催し、
延べ約 7万人の方にご来場いただき大変好評でした。
　平成 27 年度も、地域経済の元気づくりを図るため、「丹後・丹波・山城の特産市」
を８月初旬に京都パルスプラザで開催する予定ですので、ご来場をお待ちしております。

　４月から 11 月にかけて府内各地で 40 カ所の開催
が予定されており、その中でも商工団体が主催する
メインのイベントは以下のとおりです。

「丹後・丹波・山城の特産市」
～ええもんうまいもんいっぱいの大物産展～
日時：８月８日（土）、９日（日）
場所：京都パルスプラザ（京都市伏見区竹田）
内容：府内特産品の販売、イートイン、ステージイベ
　　　ントなどもりだくさん

「ふるさと特産市 in あやべ」
～ええもんいっぱい、おでかけ日和～

日時：６月 27 日（土）　10：00 ～ 15：00
場所：あやべグンゼスクエア（綾部市青野町）
内容：中丹地域をはじめとする府内特産品の販売など

その他の「丹後・丹波・山城の特産市
（京もの祭～ええもん市～）」

期間中、豪華賞品が当たる大抽選会を実施。
「京都のええもん」が当たる！ プレゼントキャンペーン

海外展開後押し支援事業実施報告会を実施海外展開後押し支援事業実施報告会を実施
第３回小規模企業広域活性化事業推進委員会

❶ 羽田酒造㈲（京北）
   「海外向け現地商談会出展用、現地商社販促用のカタログ作成事業」
❷ ㈲クレア（向日市）
   「中国遼寧省大連の展示会に向けてのチラシ・パンフレット作成事業」
❸ 湊つくり（長岡京市）
   「天然植物精油の配合技術による、安全、低コストの産業用臭気対策」
❹ ㈱丸八石材（木津川市）
   「中国上海等での試飲会開催事業」
❺ ㈱矢野園（宇治田原町）
   「日本国内におけるベトナム向けPRツール作成事業」
❻ 京和あずま㈱（和束町）
   「香港・台湾・中国大陸市場開拓のためのF/S調査及び展示会参加事業」
❼ 和茶園（和束町）
   「和束町～世界へ　和束茶海外展開」
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平成27年度 定期人事異動辞令交付　　!!挙行

　
連
合
会
で
は
、
職
員
の
資
質
向
上
や
計
画
的
な
人
材
育
成
を
目
指
し
た
積
極

的
な
人
事
異
動
を
推
進
し
て
お
り
、
平
成
27
年
４
月
１
日
に
定
期
人
事
異
動
を

実
施
し
、
同
異
動
に
係
る
辞
令
交
付
式
を
挙
行
し
た
。

　

平
成
27
年
３
月
31
日
（
火
）
に
京
都
府

中
小
企
業
会
館
に
お
い
て
、
平
成
27
年
度

定
期
人
事
異
動
辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ
、

異
動
す
る
経
営
支
援
員
に
沖
田
連
合
会
長

か
ら
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

沖
田
会
長
か
ら
は
、「
厳
し
い
時
だ
か

ら
こ
そ
、
職
場
の
和
を
保
ち
チ
ー
ム
一
丸

と
な
っ
て
職
務
に
あ
た
る
こ
と
、
ま
た
、

自
身
の
仕
事
の
や
り
方
に
自
信
を
持
ち
、

意
識
を
高
く
持
っ
て 

仕
事
に
励
ん
で
欲

し
い
」
と
の
訓
示
を
い
た
だ
き
、
職
員
一

同
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
平
成
27
年

度
の
異
動
は
、
新
規
採
用
者
も
含
め
22
名

で
あ
り
、
４
月
１
日
に
は
新
た
な
職
場
へ

赴
任
し
ま
し
た
。

平成 27 年度 定期人事異動等一覧

【経営支援員等】 平成 27 年 4 月 1 日付け

氏　名 平成 27 年度所属先
（4 月 1 日配置先）

平成 26 年度所属
（3 月 31 日） 備　考

稲　垣　江利子 福知山市商工会 福知山市商工会
（一般職員） 新規採用

長　澤　雅　博 向日市商工会 大山崎町商工会

仲　野　由　布 向日市商工会 大山崎町商工会

平　島　伸　市 京田辺市商工会 和束町商工会

池　部　卓　弥 京丹後市商工会 福知山市商工会

足　立　敏　和 南丹市商工会 南丹市商工会 経営支援員から事務局
長へ任用変更

加　藤　　　実 南丹市商工会 南丹市商工会

野々口　二三男 南丹市商工会 京北商工会

中　原　敬　裕 南丹市商工会 京都府商工会連合会

吉　岡　大　介 大山崎町商工会 京田辺市商工会

小宮山　　　稔 大山崎町商工会 —— 新規採用

辻　　　明　美 和束町商工会 京都府商工会連合会

寸　田　　　寿 京北商工会 南丹市商工会 経営支援員から事務局
長へ任用変更

田　中　尚　樹 京北商工会 京丹波町商工会

中　村　 　　哲 京丹波町商工会 —— 新規採用

片　山　英　昭 京丹波町商工会 —— 新規採用

上　辻　佑　真 伊根町商工会 伊根町商工会
（一般職員） 新規採用

芝　野　清　高 与謝野町商工会 京丹後市商工会

【退職者一覧】 平成 27 年３月 31 日付け

氏　名 平成 26 年度所属 備　考

大　石　杉　彦 八幡市商工会 事務局長

杉　浦　正　和 久御山町商工会 事務局長

鷹　居　義　光 精華町商工会 事務局長

植　田　康　嗣 京北商工会 事務局長

大　内　知　広 京丹波町商工会 経営支援員

井　上　眞澄美 伊根町商工会 経営支援員

沖　　　康　子 与謝野町商工会 経営支援員

【平成27年度京都府商工会連合会人事異動】（平成27年４月1日）

氏　名 新　　職 旧　　職

植　松　光　隆 事務局長兼総務部長
兼企業共済課長事務取扱 事務局長兼総務部長

樋　口　剛　志 総務部　総務課長 総務部　総務・会員
サービス課長

大　西　敏　彦 経営支援部　経営支援課主査 調査役

田　中　一　夫 総務部　企業共済課課長補佐兼
経営支援部　経営支援課課長補佐

調査役付課長補佐兼
経営支援課課長補佐

西　出　英　人 経営支援部　経営支援課課長補佐 向日市商工会出向

檜　垣　哲　也 経営支援部　経営支援課主任 向日市商工会出向

佐々木　基　滋 総務部　総務課主任兼企
業共済課主任

総務部　総務・会員
サービス課主任

髙　橋　武　良 経営支援部　経営支援課主事 南丹市商工会出向

【事務局長（新規採用）】 平成 27 年４月１日付け

氏　名 平成 27 年度所属 備　考

堀　口　裕　彦 八幡市商工会

橋　本　尚　明 京田辺市商工会 平成 27 年 3 月 13 日付け

辻　　　一　幸 久御山町商工会

松　本　孝　司 精華町商工会
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一
筆
啓
上
商
工
会
長
シ
リ
ー
ズ

　

新
緑
み
な
ぎ
る
季
節
が
訪
れ
、
商
工
会
に

と
っ
て
、
総
代
会
・
総
会
開
催
の
時
期
と
な
り

ま
し
た
。

　

商
工
会
は
、「
経
営
発
達
支
援
計
画
」
の
認

定
と
い
う
大
き
な
局
面
を
迎
え
、
更
に
は
地
方

創
生
関
連
交
付
金
に
よ
る
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

発
行
や
地
方
自
治
体
の
「
地
方
版
総
合
戦
略
」

策
定
な
ど
、
地
域
活
性
化
の
一
翼
と
し
て
大
き

な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

当
町
は
、
天
下
分
け
目
の
〝
天
王
山
〟、
ア

サ
ヒ
ビ
ー
ル
大
山
崎
山
荘
美
術
館
や
国
宝
の
茶

室
・
待
庵
な
ど
自
然
と
歴
史
・
文
化
に
恵
ま
れ

て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説

「
マ
ッ
サ
ン
」
の
放
映
に
よ
り
、
京
都
と
大
阪

の
府
境
に
あ
る
当
町
は
、〝
日
本
の
ウ
イ
ス
キ
ー

の
故
郷
〟
と
し
て
脚
光
を
浴
び
て
い
ま
す
。
昔

か
ら
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
、
現
在
も
イ
ン

タ
ー
や
鉄
道
の
駅
が
あ
り
、独
特
の
「
地
の
利
」

が
あ
り
ま
す
。
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化
が
進
み
、
交

通
の
便
の
良
さ
か
ら
購
買
力
の
流
出
が
地
域
の

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
加
速
す
る
近
隣
へ
の

大
型
店
進
出
に
よ
り
、
地
元
商
店
は
大
き
な
打

撃
を
受
け
、
住
民
の
生
活
に
も
不
便
が
強
い
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

既
存
の
事
業
所
が
持
続
・
発
達
で
き
る
伴
走

支
援
、
地
の
利
を
活
か
し
た
創
業
・
出
店
の
促

進
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
、
若
い
世

代
を
中
心
と
し
た
地
元
消
費
喚
起
の
仕
組
み
や

観
光
消
費
促
進
の
仕
組
み
構
築
な
ど
が
当
面
の

ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
り
、
地
元
行
政
と
連
携
を
密
に

し
て
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

�

大
山
崎
町
商
工
会
会
長　

蔦
谷
重
直

このコーナーでは商工会員の「新商品」「逸品」「注目商品」についてご紹介いたします。

こんなん
どう
ですぅ～

香月庵（有限会社クレア）
http : //www.kogetsuan.jp/
〒617-0002 京都府向日市寺戸町二枚田 1-1
TEL 075-933-4560　FAX 075-933-4458

あなたのお酒が竹の香りにつつまれて、期待以上の
美味しさに！
特別な日に家に居ながら日常とは違う贅沢なひとと
きをすごしませんか？

筍ご飯の素は、筍たっぷりの炊き込みご飯です。京
都府産の柔らかい筍だけをこだわりをもって炊き上
げました。薄味で上品に味付けいたします。鰹と昆
布だしの味を生かしたあっさりとした味は、大変人
気があります。

長岡銘竹株式会社
http : //nagaokameichiku.com/

〒617-0006 京都府向日市上植野町落堀18-17
TEL 075-925-5826　FAX 075-951-6865

香月庵

『筍ご飯の素』『筍ご飯の素』
長岡銘竹株式会社

『青竹酒器セット』『青竹酒器セット』
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〜たけの里・長岡京の都　京都  向日市〜
　向日市は、三方を京都市に囲まれ、
面積 7.67 平方キロメートルと西日本
でもっとも小さい市です。かつて日本
の都である「長岡京（784 〜 794 年）」
が置かれ、わが国の政治や文化の中心
として栄えました。市内には重要文化
財である「向日神社」をはじめ、平安
時代直前の大極殿跡や朝堂院跡など、
歴史・文化資源が多く存在しています。
また、今年２月には全国で 47 番目、京都府内では３番目となる「歴史まちづ
くり法」に基づいた「向日市歴史的風致維持向上計画」が国に認定されました。

★�「向日神社」社伝によると、同神社は、奈良時代・養老２年（718）の創建と伝
えられており、３年後の 2018 年には遷座 1300 年を迎えます。平安時代の延長
５年に成立した『延喜式』神名帳に「向神社」と記載されており、本殿は應永 25
年（1418）建造されたもの。明治神宮の本殿は、向日神社をモデルに造られたも
のであります。また、向日神社は桜の名所としても有名で、４月には向日市商工
会が「桜まつり」を開催しており、多くの市民の方が訪れています。

★�「竹（たけ）の径（みち）」良質な筍の産地として知られている向日市北西部西ノ
丘丘陵の竹林約1.8キロメートルを整備したのが「竹の径」です。竹の枝を束ねた「竹
穂垣」をはじめ、古墳の形を表現した「古墳垣」、かぐや姫の十二単衣をイメージ
した「かぐや垣」など８種類の竹垣が整然と連なっています。毎年 10 月には「竹
の径」に水ろうそくを浮かべた竹筒（竹行燈）約 4,500 本を並べた「竹の径・か
ぐやの夕べ」が開催され、夕やみ深まる竹林が幻想的な雰囲気を醸し出しています。

C M Y K

333.prn.dsv Mon Apr 20 17:00:32 2015

向日市
わがまちわがまちシリーズ

向日市商工会
〒617-0002 京都府向日市寺戸町中ノ段 16-7
TEL： 075-921-2732　FAX: 075-934-2665
E-mail：muko-sci@kyoto-fsci.or.jp

京都府

向日市


